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~じ白本病虫研報 61 : 90-94 (2010) 

Ann. Rept. Plant Prot. North ]apan 

で多発した2009年青森県のブドウ「キャンベル・アーリ-J
灰色かび病の花穂被害

英一*・雪田金助*

Outbreak of Disease to Spike of Grape on ‘Campbell Early' by Gray Mold in 

Aomori Prefecture. 2009 

中川町

Eiichi CHU * and Kinsuke YUKIT A本

2009年6月上旬.青森県南部地方において，ブドウ(品種「キャンベル・アーリーj)で灰色かび病の花

松被害が多発した.一般生産者のブドウ園では，発病花411率が50%以上に及ぶ多~甚発生の園地割合が
54%であった 多発生要因として 5月6半旬 6月2半旬と続いた低温・多湿 (やませ)と 5月11]・下旬
の新梢伸長期における薬剤防除の不備，感受性の高い「キャンベル・アーリーJの作付け面積が多いなど
が考えられた.

Key words: Campbell Early， grape， gray mold， spike 

「スチューベンj，Iサニールージュj，IポートランドJ.
「ナイアガラJ.IノースレッドJ.IノースブラックJ.Iウ

ルパナVFj(ウルパナのウイルスフリー株)および「甲
斐美嶺」の 9品種について花穂および新柏葉での発病

状況を調査した各品種 2~3 樹， 1樹あたり 30花松，並

びに 30新梢の全業を対象に，下記の指数別に発病状況を

調査し発病北松率F 発病葉率およびそれぞれの発病!支

を求めた.

なお，いずれの品種も 6月12i=Iまでは灰色かび病防除

剤を散布しなかった。

花穂の発病指数

O 発病なし

l 支梗のごく一部に発病がみられる

2 支梗の 113未満に発病がみられる

3・支梗の 113以上に発病がみられる

4 松軸に発病がみられる

z (発病指数×該当花穂数)
発病度 --~--------------~x100

4x調査花穂数

ブドウ灰色かび病(病原菌ー Botrytis cinerea)は花穂，

葉，幼果，熟果等に発生し時として甚大な被害を及ぼ

す 青森県においても，低温・多湿な気象条件のやませ

(3)が強く吹走する年に多発する重要拡j筈のやつになっ

ている このため，本県の主力品種守「キャンベル・アー

リー」では， 5月中旬の「新梢イ中長期J. 6月上旬の [開

花 10円前J.6月l一!一l旬の「開花直前」および6月下旬の「落

花直後Jの罰4巨1，防|徐斉iJを散布するように指導してい
る このうち， r新梢伸長期」の薬剤散布は新梢被害 (1)
を防止するための防除対策であり，花穂や葉，幼果等で

の被害防止を 目的とした防除対策は「開花 10円前」以降

の薬剤散布となる。

このような防除体系を指導しているが守 2009年6月上

旬の早い時期に， Iキャンベル・アーリ-Jに灰色かび病
が多発したその被害は葉や巻きひげ，花穂与にみられ，

1-1"でも花穏での被害が大きかった そこで¥一般生産者

のブドウ園等を対象に発生実態を調査するとともに，そ

の結果に基づいて発生要因を解析したので報告する

葉の発病指数

0:発病なし

l 葉面積の 114未満に病斑がみられる

2 葉面積の 114 以上 ~113 未満に病斑がみられる

3 業面積の 113以上に病斑がみられる又は業全体

が枯れあがっている

材料および方法

1目品種別の発生状況

2009年6月12日，青森県産業技術センターりんご研

究所県南果樹部(以下，県南果樹部)のA-1号ほに植

栽している露地栽培のブドウ.1キャンベル・アーリ-J， 

*青森県産業技術センターりんご研究所県南果樹部 Apple R巴searchInstitute Kennan Fruit Tree S巴ction，Aomori 

Prefectuaral Industrial Technology R巴searchC巴日ter，2 Nagasita， Ohgida， Gonohe， Aomori 039-1527， ]apan 
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工(発病指数×該当葉数)発wi度.~..-. x 100 
3x調査業数

2 発生実態調査

2009 if:. 6 月 15~16 円に青森県三戸郡南部 11汀， 三戸 l町

および五戸11汀のブドウ園地 13か所を対象に灰色かぴ¥病

の発生状況を調査した 各園地に植栽されている成木の

「キヤンベル・アーリー」について.1園地3樹， 1樹あた

り30個の花穂を対象に.1.の基準で指数日Ijに発病状況を

調査し発病花税率と発病度を求めた.これと同時に，本

調査園地を対象に薬剤l散布の経過も聞き取り調査した.

3.気象条件

県南果樹音[¥で、観測した 5月20日から 6月11日までの

気温，降水量，日照時間などを解析しやませ日 (3)を

特定した

4回展葉から開花までの生育の進み

県南果樹音[¥における，各品種の生育の進みを調査した。

結果

1 品種別の発生状況

「キャンベル・アーリー」ゃ 「ノースレッドJ.Iノース
ブラック」など9品種における花穂および新梢業での発

病状況を第 l表に示 した.Iキャンベル アーリーJ.fノ
ースレッド」および「ノースブラックjは発病花穂率が

54.4%以上と高く， Iポートランド」および「ウルパナ
VFJでは発病花穂率がそれぞれ4.4%，0 %と低かった

「スチューベンJ.IサニールージュJ.Iナイアガラ」およ
び f LjJ斐美嶺」は発病花穂率が約 20~40%で，それらの

中間であった これら品種での発病度は概ね発病花舷率

と同様な傾向で区分された

各品種とも.新梢業での発病は花穏に比べて， 全体的

に少なかった 「キャンベル・アーリ ーJおよび 「ノース
レッド」 は発病葉率が 62.8~63.l %.発病j支が 22.2~28.9

と高かったが，そのほかの品種ではいずれも発病業率が

30%以下，発病度が10以下の少発生であった なお，発

病花穂がみられなかった「ウルパナ VFJでは，発病業率

が23.3%.発11']度が7.8と比較的高く.花穂での発病状況

とは一致しなかった。

第1表 主要品根の花穂および新梢葉での灰色かび病発生状況a)

!日経名
7Et官、 新梢業

発病花穂率発病度 発病葉不発病度

キャンベル・アーリー 97.896 93.1 63.1 22.2 

ノ←スレッド 88.9 78.6 62.8 28.9 

ノースフゃラック 54.4 36.4 20.4 6.8 

Lド斐美嶺 44.4 13.3 27.7 9.4 

ナイアガラ 43.3 14.2 18.2 6.1 

スチューベン 33.7 15.8 14.0 5.0 

サニールージュ 18.9 6.7 11.3 3.8 

ポートランド 4.4 u 9.3 3.1 

ウルノtナVF O O 23.3 7.8 

a) 6月12日に 1品積3樹。 1樹あたり 30花枝 30新梢の
企業を調査

2. 発生実態

2009年6月9日，県南果樹奇[¥のほ場一において， I青森県
ぶどう病害虫防除暦(キャンベル・アーリー基準)Jに準

じて薬剤散布を行っている露地裁第の「キャンベル・ア

ーリー」で.灰色かび病の初発生が認められた. 6月10

日， [riJほ場での発病の有無による逮観調査で¥本品種で

の発病業率は約 50%，発病花松卒は約80%であった中

でも.花松での発病は甚大で¥穂車Alにまで大きな病斑を

生じて花穂、全体が腐敗・枯死している症状(第 l図)も

数多く認められた

6 月 15~16 日，一般生産者のブドウ図を対象に行った

花穂被害の実態調査の結果を第 2表に示 した 発病花松

は13園地中 12悶地 (92.3%)で認められ，それらのうち

7園地では発病花穂率が50%以上であった.これら 7閑

地では発病度も高く， 3 1.9~74.7 であった

いずれの嗣査闘l也においても.業でも同様な発病が認

められたが守発病葉率は花穂に比較すると全般的に低か

った(データ省略).新梢の校枯れ症状はいずれの園地に

おいてもほとんど認められなかったー

現地ブドウ固での発生実態調査を行った 13[量|地にお

いて. 5 月 20~27 日までに「新梢イ中長期」での殺菌剤散

布を行った園地は9園地であった(第2表).それらのう

第1図 「キャンベル アーリー」の花穂(左)および新梢葉 (右)での発病状況
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ち。この時期にポリオキシン水和斉IJやキャブタン水和斉iJ

などの灰色かび病防除剤を使用した園地は3園地 (三戸

町 D~F) であったーこれら 3 園地では発病花穂、率が

5.5%以 Fの少発生であった.

一方.I新梢伸長期」に灰色かび病防除剤を散布しなか
った 10園地のうち， 8 園地(南部町 A~D，三戸町 A~

C，五戸町)では発病花聴率が 40.7~90.0% ，発病)立が 17.9

~74.7 と高かった 5 月 30 日又は 6 月 l 日の遅い時期に

灰色かび病防除剤を使用した残りの 2園地でも発病花穂

がやや多い傾向にあった

「新梢イ中長期」に灰色かび病防除剤を使用しなかった上

記の8園地において，灰色かび病防除斉iJが初めて使用さ

れたのは 8園地の「開花 10日前」の防|徐適期から約 5円

遅い 6 月 9~12 日であった

3. 発病前後の気象条件

5 月 28~31 日の 4 日間および 6 月 6~8 日の 3 日間

は，平均気温が低く日照時間の少ない，やませHであっ

た(第 2図) これらの期間は間の日も多く， 5 月 30~31

日， 6 月 4~7 円と連続して降雨が認められた

現地フドウ園 「キャンベル・アーリー」における灰色

かび病の発生状況および防除剤の散布笑態

調?古「匿l地

南部町A

ft，jj}f， 11汀B
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6月15~ 16 Iこ|に 1I荒|地3樹， 1樹あたり 30花穏を調査
( )で示した月日は灰色かび病防除斉IJ以外の殺菌剤を
散布したことを示す
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第 2 図 5 月 20 日 ~6 月 11 日に日における平均気温，降水量および日照時間の推移

a) 平年 県南巣樹部における 1976~2006 年までの 30 年間の平均値
b) やませ日 5 月 28 日 ~31 日， 6 月 6~8 日
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4 展葉から開花までの生育の進み

県南巣樹音[¥において，毎年生育調査を行っている露地

栽培の「キヤンペル・アーリ-J. rナイアガラJ.rスチ
ューベンJ.rサニールージュ」および「ポートランドj
における展菜ー日，開花田および展築ーから開花までの日数

の2009年観測値と平年値を第3表に示した展葉日は各

品種とも，平年より 3-9日早い 5月5-12日で.開花日

は平年より 1-3日遅い 6月22-27円であった 展業ーか

ら開花までの回数は各品種とも平年に比べて.6-111:J 

長く要した

発病花42率が最も高かった「キャンベル・アーリーJ
と最も低かった「ポートランドjとの比較(第 l表.第

3表)において，展業日はいずれも 5月7日であり，開花

日もわずか2日違いであったその他の品種においても句

展業から開花までの生育の進みには品種間で大きな違い

がみられなかった

第 3表 主要品種の土佐育a)

品種名
辰吉主日 日目イ七円 展~から開花までの日数

2009平年 2009平年 2009平年 差(0)

キtンベIVω7-1) 517 5/13 6124 6122 48 40 +8 

ナイアガラ 5/5 5/14 6/24 6/22 50 39 +11 

スチューベン 517 5/13 6/26 6/25 50 43 +7 

サニールージュ 5112 5/15 6/27 6/24 46 40 +6 

ポートランド 517 5/13 6/22 6/19 46 37 +9 

a) 平年 U~.r村井~樹部における 1989 -2008年までの 20年
問の平均 ただし。 「サニールージュJは展業日が 2007
-2008年までの 2年間の平均!開花日が2002-2008"r 
まの7年間の年均

考察

灰色かび病菌は低jR-多湿な条件を好む糸状菌であ

り青森県では 5-6月のやませが厳しい年に多発生する

(1) また，主力品種の一つで、ある「スチューベン」では，

貯蔵病害としても問題になる (4)

本県の露地栽培ブドウの「キャンベル・アーリーJに
おいて。展葉 1か月後ころの早い時期 (6月9日)に，灰

色かび病の初発生が確認された 2009年の事例は希なこ

とであった しかも，花穂での被害が甚大であか森先

から定期的に病害虫防|徐のための薬剤散布を行っている

一般生産者のブドウ圏で，発病花穂率が50%以上に及ん

でいる例も多く ，深刻な状況であった その一方で、，発

病花穂率が 10%以下の少発生国も認められた

本病は潜伏期間が3-4日と短い病害(1)であり.初

発生の確認が6月9日であったこと，花穂，新梢葉とも

褐色，水浸状の初期病斑(第 I図)であり，分生子の形

成もみられなかったことから 本発生は一次感染に起闘

しその感染もある時期に集中したと推察された.

初発生までの気象条件として.5月28-31日.6月6-

8日と短期間のうちに 2回.やませが続いていたことが

特徴的であった(第2図) 中でも.6月6-8日のやませ

では.6月4日からの4日関連続した降雨を伴っており，

このH寺期に本病の感染が引き起こされたと考えられる

本県の「青森県ぶどう病害虫防除l皆(キャンベル・ア

ーリ一基準)Jでは.新梢感染による枝の先枯れを防止す

るために「新梢伸長期 (5月中旬)Jの薬剤散布を重要視

している しかし 本実態調査において，本防除を行っ

ている例は少なく.13園地中 3園地 (23%)にとどまっ

た、その一方で，本防|徐を実施した問地では.本年の発

病花穂も少なく，その対策の有効性が強く示唆された

発病花穂の多かった園地では守多くのJ易合.r開花 10目
前Jの防除適期から約5I:J 遅い6月2半句に灰色かび病
防除剤を使用していた. しかし 既に花秘発病が広範囲

に蔓延した時期であり ，結果的に有効な防除対策になら

なかったと考えられる

2009年の 4-5月は平年に比べて，気温の高い日が多

く ブドウは各品種とも町民葉円が平年より 3-9日早か

った しかし.その後のやませ等の影響で.開花日が平

年よりも 1-3日遅くなったこのため，展葉から開花ま

でに長期の円数を要し，新梢の生育が軟弱となって，本

病に対する感受性もより高まって，重大な感染-発病を

生じたと推察される。

本県。では主に，太平洋側の南部地方で、「キャンベル・

アーリ-J.日本海側の津軽地方で「スチューベンJが栽
培されている 津軽地方の 「スチューベン」も含めて守

現地での花穂発病は「キャンベル・アーリー」以外の品

種ではほとんど問題にならなかった その理由として，

本県で作付けの多い「スチューベンJ.rポートランドJ
および「サニールージュ」は，品種の特性として本病の

発病花松率が低いこと(第 l表)があげられる.なお.

本病の品種間差異については，組織培養個体を用いての

報告 (2)もあるが， I当然発生での品種間差異を評価した

事例はほとんどみられず，今後接種試験等も行いながら，

より詳細な品種間差異を検討する必要がある

本病による花穂感染はその年の生産性を左右しかねな

い重大な問題であり，その防除対策を早期に確立する必

要がある 本実態調査において 早い時期の花穂感染を

防止するために，これまで新梢感染による枚枯れ防止対

策として指導してきた 「新梢伸長期」での防除剤散布が

効果的であることが明らかとなった この時期は本病の

ほかに.褐斑病および黒とう病の重点防除時期でもあり，

これらの病害も含めて防除できる殺菌剤jの実用化が;急務

である
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